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キリの根株腐れを起こすスルメタケについて

林 正(1)

Tadashi KOBAYASHI : Rigido�orus zonalis (BERK.) IMAzEKI 

Causing Root and Butt Rot of Paulownia Trees 

(Research materials) 

要 旨 ス Jレメタケ (Rigido，ρorus zOl1alis (BERK.) IMAz.) は北・南米やアジアの熱帯地方では

諸腫の広葉町生立木の根株庸れを起ζす害閣として知られているうしかし，わが国では子実体の記蹴

があるだけで，被害については全く知られていない。筆者の調査によって本菌がキリ生立木の根株腐

れを起こし，その心材部を侵して著しか被告を与えるととが明らかになった、木報では本菌の材質，宵

朽性，形態，分布，守主植物および培養上の祈性質を述べるラ

緒日

69-----73 

数年前から樹勢がしだいに衰えていた東京都自黒区林業試験場構九のキリ CPaulowllia tomentosa 

STEUD.) 生立木が， 1970年 1 1)j つい iこ枯死した。

枯死木を伐倒して観察すると，明らかにある輔の病原閣が侵入して根株腐れを起こし，立木を死にいた

らしめた乙とがわかったむしかし，被告:木には病原意の子実体が形成されていなかったので，腐朽材部か

ら分離 . j;~養を行ない，培遅菌糸の特徴を保存関株のそれと比較，本菌をス Jレメタケ (Rigidoρcrus

zonalis (BERK.) IMAZEKIJ と同定することができた c

本薗:ま北・謂アメリカおよびアジアの熱帯地方で諸種の広葉樹生立木の根!肖れを起乙す害菌として知ら

れているものである 2則的5)6)7)12 )13)14)が，わが国では子実体の記述がみられる1)8)9 >10河口15)1 6)だけで，その被

害および生理的性質にふれた記事は全く見当たらな~.') .:> 

筆者は本菌についていささか実験・観察を行なったので，その概要を報告するわ

木研究を行なうにあたり，終始懇切など指導と原稿のど校閲をいただいた，山林省林業試験場保i捜部長伊

ïì案一雄博士および菌の同定ならびに本閣の貴重な熱帯産根本の検討とど教示をいただいた局場菌類研究室

長青島清雄博士に心からお礼を申しあげる。

本菌による腐朽部の特徴

1. 寵朽材の肉眼的観察

本菌 ;ζ佼されて枯死したキリ(樹齢約27年，樹高約 6111，胸高直径 25 cm、 根元直径 34 cm) につい

て観察した腐朽部の特設は次のとおっである 3

地下部の直根および側恨の大部分が!尚;何し，根株のLjJ央部が空洞化し，空間内部の表而ば黒く汚染し，
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縦;と長い孔状の :li~Jれ目を生ずるコ地ぎわ付近の腐朽部の樹皮上Iては、木議特有の樹技状!と伸長する白色の

荷糸東が形成されるむ樹幹の腐朽は地上約 1011ζ及んでいる。

腐朽材は白黄撞ー黄槌色事(とりのこいろ〉を呈し， 帯褐色一紫色をおびる鐘全材:とくらべて明らかな

色調の変佑をもたらし、高朽末期には白樫一糠平色を呈す。なお，初期腐朽部には明樫ー黄槌色(うすち

ゃいろ)の帯線が認められるロ

本望による腐朽は特異な孔状白色朽 (white pocket rot) で，他の多くの孔状白色朽を記とす若朽菌の

それにくらべて， I1若朽孔ほきわめて大型で，材の縦新面では，長さ 10........30 mm , 指 5........10 mmご腐朽孔

は繊維の方向に長桁円形を呈し，子L内 lとは白色綿状の薗糸束が認められ， J向朽の進んだ{'l~分ばリグニンを

失なって木繊維のみが残った状態になる仁l また，横断面では直径 5---10 mm の不正円形の孔がいちめんに

生以外観はちの巣状を呈する (Plate 1, 3 ・ 4L

Table 1. スルメタケによるキリ腐朽材の比重

比 重|健全材 lと対する
|比重減少率先6

強全材

初期!霞朽材

I:I:1 j日ゲ

後期ゲ

0.25 

0.24 

0.18 

0.06 

ι 

2. 寓朽材の比重の変化

木菌によるキリ腐朽材を初期，中期および後期

の段階に区分し，それぞれ健全材と比重および比

重減少率を比較した結果は Table 1 に示すとお

りで，腐朽程度が進むにしたがって地重減少率に

顕著な差が現われる。

28 

76 

本菌の形態

木習の手実体は初夏~初秋iζ寄主の腐朽恨株または白面:こj!Îい根:三生じ，ときには地表下の根?と生じて

地表上花形成されることもある c
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A. 担胞子 B. 担子基

c. 護状体 D. 突起をモなえた伝IJ糸

E. 実質菌糸

Text-fig. 1. ス Jレメタケの子実体の

顕微鏡的要素

子実体は 1 年生， 1浜柄コ傘は半円形で貝殻状あるい

;土扇平，乾けば下方に屈曲する c 傘の表面は赤褐色一

責褐色で !n~毛，環詩と放射状‘線条があり，下面はうす

茶色をおびる。孔口は小さく円形， 1 mm;ご 4.........5 個

存在する (Plate 1, 1 ・ 2) 。

採集地を異にする次の資料によって顕徴鏡観察を行

なった z

資 *,1. :セイロン， Ratnapura, 8-XII-1963，相良

直彦(1l414-F); B凶n ， Bougainville, 1-1970，青島

清堆(11416-F); Baiyer River, New Guinea, 1-

1970, ~1J，1::j清雄 (11415-F) ;東京板陥， IX-1964，秋林

(11413-F) ;東京目黒林試構内， VII-1964，小林正

(11412-F) ;奄美大島， VII-1957，今関六也 (4773・F) 。

実質を構成する菌糸はほとんど厚!此幅 5，，-，6.3μ，カ

スガイ述粘 (damp connection) を欠く。子実層托の

き雪糸の大部分は厚.嘆， 幅 3.8........6.3/， の菌糸からなる

*色調の記載!ま東京営林局編「林業試験基礎調夜川標準色名J (19 ，13) によった3
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が，なかには薄膜で幅 5"-'6.3μ の菌糸がj民在するにJ

嚢状体(cystidium) はおもに子実!苗托の光州i (管孔の外面〉に存在するが， なお子実届iE:の組織中に

もみられ，大きさ 12.5"-'27. 5x7. 5"-'10μ，多くの結!日体をつけ，結占tUま 59tJ KOH 熔波によって 10.......20

分後!こ消失する。

子実j冨にはときおり先端がこんFß状で頂部に多数の針:1た突起を有する fJllJ糸がみられ，側糸の大きさ 10........ 

17. 5x 6.3.......8μ。

担子基の大きさ 10........， 12. 5x6. 3"-'7. 5μ， 4 胞子をつけ， IJ弘子は球形， 1渋色，平治，直i壬 3.8"-'5μ(Text

fig. 1) 。

BOSE8) は本種の詳細な記載に国を付しているが，筆者の観察結呆はこれときわめてよく一致する。

本菌の地理的分布および寄主植物

BERKELEyllJ , PETcn13J14 ), BOSE3】心 ， OVERHOLTS12J, BRESADOLA6J , BAKSHI4Jフ今関8)9)，小林〈義)11>，沢田15ì

および青島1) その他によれば本菌の地班的分布むよび帯主他物は次のとおりである。

分布 北アメリカ、南アメリカ，様州，マダガスカノレ，セイロン，インド，南ピJレマ，アンダマン諸島，

シン力。ポール，フィリピン諸島，カロリン諸品，マリアナ諸島，ニューギニア/}Ù，ソロモン諸島，台湾お

よヴヨ本ぐ

わが国では本州，四国，九州，奄美大島，小笠原誌において見い出されている。

寄主 ペカン‘ ミカン， ニツサ‘ ポプラ，ニレ，ナラ矧 (Qωu附e仰rcuωtωs sppム.ふ トキワセンタダ，ン， .41必biたzz幻iat 

lμ'eb肋bekι， Bamb伽tμtιs却s幻叩tα1 Sppり Dendrocalaαω11守引川tμU5 1ωαtiflωonμ(5， Leleba oldhami, コゴ‘.ムノキ， ヤシ類などc

本菌の培養上の諸性質

キリの桜抹腐朽部から分雑したi百株 (F50d) を用いて次の諸実験を行なった ι

1. 培地上における菌叢の特徴

ジャガイモ寒天培地上での菌糸の先台ーは中程此で， 30" じで話 9cmωペトリ山内出国いちめんをおおう

心に 1 週間を要するむ i岩波法白色，白糸はほふく性で綿毛状，日滋を経過するにつれて菌議上に菌糸点を

形成，放射状にや11展する o 凶議カ・ら !f-i妹のかむりを放つことはない (Plate 2, 2)ο 

2. 菌糸の発育に及ぼす温度の影響

ペトリ nu:己流し込んだジャガイモ寒天培地に本的を接脱し， それぞれ 0' ， 50 , 100, 15 ", 20 二 25 0，

30 0, 35 0, 40 0, 45。じの 10段階に I~いつコ 7 日後品温度における閣議の直径をi}illJl:したο なお予各j品lt とも

ペトリ皿 5 個を使泊し， 2 回実験を反援したが、いずれもいlーの結栄が1尋られた。週糸!主15
0

C から35。じ

まで発育可能で発育最適祖度は30 0 C 付近， 00, 50 , 10 へ 40 0および45 0 C では全く先育しなかったc

3. BA VENDAl\l~1 氏反応

ジャガイモÆt汁寒天地地に没食 J二酸あるいはタンニン械を 0.5% ìM入し，これをペトリ皿に流し込み，

本酒を接種し， 30 0 Cで 5 日後の閣議自怪を測定するとともに， 主主色以応すなわち般化帯形成の有無を検

した c

没食子酸培養基上: Li ver-brown の酸化帯を生じ，酸化帯の直径は 20mmo 繭訟は綿毛状，直径 8mmコ

資料の後の略号 F: 農林省林業試験場慎本番号
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タンニン酸治誌基上: Iνfars-brown の般化帯を生じ， I\j詑ft帯の直径は 30rnmε 菌叢は綿毛状， 直径

17 mrn (Plate 2, 3 ・ 4) ，コ

不菌は明らかに酸化帯を生じ BAVE::-!DAMM 氏反応は陽性で他の多くの孔状白色朽をもたらす寓朽留と

その佐賀を等しくするじ

4. 培養菌糸の顕微鏡的特徴

:まふく菌糸(とは次の 3 つの型が混在する c

1) 無色で肢壁薄く c とろど乙ろに隔膜をもち，分岐するが，カスガイ連結 (clamp connection) は認

められず， J~置は 2.0'"'"'7.5μι

2) 厚院で商!肢を有し， J陪 5.0'"'-'7.5μ の太い菌糸もみられる。

3) 一部の菌糸の先端がこん棒状になり，頂部に多数の突起をそなえ，ときおりホウキ状!こなり，幅

3.0.........5.0/1 コ乙の突起は他の木材腐朽菌類;こはまれで， J宅建菌糸で本菌を判定する有力な特徴であるじ

埋没菌糸は薄膜， 無色で隔膜をもち，分岐し， カスガイ連結はないc 幅 2.0-----5.0μ のものが多いが，

B 

A. ほふく菌糸 B. 埋没蓮糸

Text-fig. 2. ス fレメタケのl'害義菌糸

ト一一→
10μ 



キリの根株腐れを起こすス Jレメタケにつレて(研充資料) (/J味。 - 73-

軍 7.5~8.8μ の太い菌糸もみられる c

本菌の培養上の諸性質は DAVIDSON7l の研・究結果によく一致する π
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図版説明

Plate 1 

1. スルメタケの子実体表面 (X 1. 5)ç

2. ス Jレメタケの子実体裏面 (X 1. 5)c

3. 本菌にほされたキリ腐朽材(初期~中期)。

4. 本菌 l乙f迭されたキリ凶朽材(後期)0

Plate 2 

1. 地ぎわ{、j'近の府朽部品I以上を11M長するスルメタケの闘技状菌糸米 (X 1):1 

2. ス Jレメタケのt庁長[ßÎ 糸30 0 C. 1 週間後 (X2/3)c

3. タンニン捜o. 596il~入計 J宅地上の|強化酵素反応，接種 5 日後 (X2/3)c

4. 没食子蛾0.596混入計益出上の酸化酵素反応，接種 5 日後 (X 2/3)υ 
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